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ご注意ください
１．本ソフトウェアおよび付属マニュアルに関する著作権は日本環境感染学会(以下、本学会)に帰属

します。本学会の書面による同意がある場合を除き、本ソフトウェアまたは本マニュアルの全部
または一部の複製、頒布、譲渡、翻案、貸与、流用、転用その他著作権を侵害する行為を禁止し
ます。

２．付属マニュアルの内容については、改良のため予告なしに変更することがあります。
３．本ソフトウェアならびに付属マニュアルの内容については、制作にあたり万全を期しておりま

すが、内容やソフトの運用結果について、本学会は一切の責任を負いません。
４．本ソフトウェアならびに付属マニュアルに起因して、使用者または第三者の生命・身体・財産

等に生じた損害（直接的な損害のみならず間接的な損害も含む）に対して、本学会はいかなる責
任も負わないものとし、賠償等は一切行ないません。

５．本マニュアルに掲載した画面表示・説明図などは、実際のものとは一部異なる場合があります
のでご了承ください。

６．上記１の条項に違反する行為があったとき、著作権法やその他法令に基づく措置を受けること
がありますので、ご注意ください。
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第１章　システム起動と終了

1-1. システムを起動する

1-2. システムを終了する

1-3. システム共通操作
1-3-1. コンボボックス
1-3-2. スクロールバー
1-3-3. ラジオボタン
1-3-4. チェックボタン
1-3-5. リストボックス
1-3-6. カレンダー入力

第１章 システム起動と終了
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第１章　システム起動と終了

１-１.システムを起動する

事前準備） ・ ネットワーク対応版でご利用の方は、サーバーの電源を投入して下さい。

・ パソコンの電源を投入します。
パソコンの電源を投入し、Windowsが起動するまで暫く待ちます。

(1) デスクトップ上のアイコン「NISDM-SSI4」をダブルクリックし、システムを起動します。

(2) ログイン画面が表示されますので、【ＩＤ】及び【パスワード】を入力し
「ログイン」ボタンをクリックします。

(3) メインメニューが表示されます。

「マスタ保守」で職員ID登録前の場
合、以下のID及びﾊﾟｽﾜｰﾄﾞでログイン
して下さい。
【職員ID】 system
【ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ】manager

【保守メニュー】
マスタ保守、システム設定

【入力・検索等メニュー】
手術情報の入力、検索、統計解
析、データ出力

1-1.システムを起動する 3 Copyright(c) 2022 日本環境感染学会



第１章　システム起動と終了

※ 職員に付与された権限によって利用可能なメニュー表示が異なります。
権限が無い機能はボタンが押せないようになっています。

　

権限を変更する場合、職員マスタ保守の権限設定で変更することができます。
詳細の操作方法については別紙マスタメンテナンス編マニュアルをご参照下さい。
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第１章　システム起動と終了

１-２.システムを終了する

システムの終了を実施します。

(1) メインメニューから[システム終了]ボタンをクリックします。

(2) システム画面が閉じられ、デスクトップに戻ります。
システムが終了しました。
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第１章　システム起動と終了

１-３.システム共通操作

当システムで共通となる、各種操作について説明します。

１-３-１.コンボボックス

(1) コンボボックスをクリックします。

(2) 表示された一覧部分から、選択したい値にマウスを移動させ背景色を反転させます。
反転している状態で、クリックします。

(3) 反転していた項目が、値として入力されます。

１-３-２.スクロールバー

(1) スクロールバーを上下に動かしてください。

左右にスクロールする場合がありますので、上下を左右で読み替えてください。

１-３-３.ラジオボタン

(1) 選択したい名称、若しくは をクリックして下さい。

１-３-４.チェックボタン

(1) クリックでチェックON/OFFが切り替わります。（チェックをつける）としたをクリックして下さい。

… チェック＝ＯＮ。チェックを付ける。
… チェック＝ＯＦＦ。チェックを外す。

この部分をクリックして
もスクロールバーを動か

この部分をクリックしてもスクロー
ルバーを動かすことができます
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第１章　システム起動と終了

１-３-５.リストボックス

(1) 選択したい行のいずれかをクリックして下さい。
クリックされた行の背景色・文字色が他の行と反転している事を確認して下さい。

１-３-６.カレンダー入力

日付の入力方法として、直接日付を入力、カレンダー機能での入力の２通りがあります。

■直接入力を行う場合

例） 西暦 2022年8月1日の場合、「2022/08/01」と入力してください。

■カレンダー機能を利用する場合

(1) 右の[ ∨ ]をクリックして下さい。

(2) 『カレンダー』画面が表示されます。今日の日付が選択されています。
入力したい日付の上で、クリックして下さい。

(3) 画面が元に戻り、クリックされた日付がセットされます。

※年を変更したい場合

▼印をクリックすると年リストが表示されま

す。年をクリックで選択して下さい。

※月を変更したい場合
▼印をクリックすると月リストが表示されま
す。月をクリックで選択して下さい。
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第２章　手術情報を入力する

2-1. 手術情報を新しく登録する
2-1-1. 患者情報を入力する
2-1-2. 手術情報を入力する
2-1-3. 感染情報を入力する

第２章 手術情報を入力する
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第２章　手術情報を入力する

２-１.手術情報を新しく登録する

　新たな手術を行った際に、患者情報の入力、手術情報の入力を行います。

(1) NISDM-SSI4メインシステム初期メニューで［手術情報新規入力］ボタンをクリックします。

(2) 『手術情報入力』画面が「新規」モードで表示されます。
入力方法は「2-1-1.患者情報を入力する」を参照してください。
入力後、[更新]ボタンをクリックすると、入力内容が登録されます。

入力画面は【患者情報】【手術情報】【感染情報】の3つで構成されています。

濃い色が必須項目、薄い色が任意項目となります。
←必須項目 ←必須項目 ←必須項目

←任意項目 ←任意項目 ←任意項目

感染情報

患者情報

手術情報
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第２章　手術情報を入力する

　【ボタンの説明】

 a.[SSI定義の表示]ボタン
『手術部位感染(SSI)の定義』が表示されます。[×]をクリックすると表示が消えます。

 b.[患者追加]ボタン
患者マスタ未登録の患者データを追加することができます。
『患者マスタ更新』画面の変更後の全項目を入力し更新ボタンをクリックしてください。

患者ID
患者名
患者名カナ

生年月日

性別

 c.[更新]ボタン
登録確認メッセージが表示されます。
表示内容を登録する場合[はい]、登録しない場合[いいえ]をクリックしてください。

 d.[削除]ボタン
表示している手術情報を削除します。
表示内容を削除する場合[はい]、削除しない場合[いいえ]をクリックしてください。

※新規登録の場合は、削除ボタンは押せません。

20文字以内

カレンダー選択してください。
直接入力する場合はYYYY/MM/DD形式

ラジオボタン選択

半角数字 かつ システム設定の文字数
20文字以内
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第２章　手術情報を入力する

 e.[取消]ボタン
入力中したクリアし、入力前の状態に戻します。
クリアする場合[はい]、クリアしない場合[いいえ]をクリックしてください。

 f.[出力]ボタン
表示している手術情報をExcel出力します。
[はい]をクリックし、ファイル保存先を指定してください。

手術情報出力完了メッセージがでます。[ＯＫ]ボタンをクリックしてください。

 g.[前画面へ戻る]ボタン
手術情報入力画面を閉じて、元の画面へ戻ります。
※入力中の情報は破棄されます。登録する場合は、[更新］ボタンで登録してください。

２-１-１.患者情報を入力する

(1) 【患者ID】を入力して[選択]ボタンをクリックしてください。

該当する患者情報が患者マスタに存在する場合は、
患者氏名、患者名カナ、生年月日、性別が自動セットされます。

該当する患者が存在しない場合、画面下[患者追加]ボタンで患者データを登録して下さい。

(2) 【入院日】をカレンダーから指定するか、直接入力して下さい。

(3) 【病棟】をコンボボックスから選択して下さい。

(4) 退院済み患者の場合【退院日】をカレンダーから指定するか、直接入力して下さい。
※退院日が入力されている場合『SSIサーベイランスワークシート』印刷対象外となります。
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第２章　手術情報を入力する

２-１-２.手術情報を入力する

(1) 【手術日】をカレンダーから指定するか、直接入力して下さい。

(2) 【手術時間】を"分"で入力してください。

(3) 【執刀医】をコンボボックスから選択して下さい。

※『職員マスタ保守』で【職種】＝"医師" の職員が表示されます。

(4) 【手術手技コード】をコンボボックスから選択して下さい。
選択すると右側に名称と定義が表示されます。

(5) 【創分類】をコンボボックスから選択して下さい。
選択すると右側に創分類定義が表示されます。

(6) 【ASA】をコンボボックスから選択して下さい。
選択すると右側にASA定義が表示されます。

(7) 【緊急手術】【内視鏡】【埋入物】をコンボボックスから選択して下さい。

(8) 手術手技＝COLO、REC、SBの場合【人工肛門造設】をコンボボックスから選択して下さい。

上記以外の手術手技の場合は、選択できません。

同一患者情報の二重登録予防について

患者ID・手術日・手術手技が同じデータが既に登録されている場合、
確認メッセージが表示されます。

登録を中止する場合は[いいえ]をクリックしてください。
[はい]をクリックすると表示している手術情報を登録します。
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第２章　手術情報を入力する

２-１-３.感染情報を入力する

(1) 【感染日】をカレンダーから指定するか、直接入力して下さい。

感染日を入力すると、以降の項目が入力可能となります。

※感染日以降の項目を入力後に、感染日を空白にしてしまった場合、値がクリアされます
　のでご注意ください。

(2) 【感染部位】をコンボボックスから選択して下さい。
選択すると右側に感染部位定義が表示されます。(感染日が入力された場合は必須項目)

(3) 【検体】をコンボボックスから選択して下さい。
選択すると右側に検体定義、検体説明が表示されます。

【検体】≠0:"培養検査未実施"の場合、(4)病原体の入力が可能となります。

【検体】＝0:"培養検査未実施"の場合、(4)病原体は入力不可となります。
　※病原体を入力後に、検体＝0または空白にしてしまった場合、
　値がクリアされますのでご注意ください。

(4) 病原体をコンボボックスから選択して入力して下さい。
入力できる病原体の数は４つまでです。1から順に入力して下さい。

(5) 【SSIの詳細】を入力して下さい。
【皮下膿瘍】【縫合不全】【遺残膿瘍】をコンボボックスから選択し、
【その他】原因があれば、フリーで手入力して下さい。

２-１-4.オプション項目の入力について

※手術情報、感染情報について、
表示される項目数、項目名、必須項目を設定し、施設独自の情報の入力ができます。
 詳細設定方法については別紙マスタメンテナンス編マニュアルをご参照下さい。

感染情報
オプション
項目

手術情報
オプション
項目
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第２章　手術情報を入力する

(1) 手術情報オプション項目の各項目を入力して下さい。
※施設によって、表示される項目数や項目名を変更することができます。
 詳細設定方法については別紙マスタメンテナンス編マニュアルをご参照下さい。

(2) 感染情報オプション項目の各項目を入力して下さい。
※施設によって、表示される項目数や項目名を変更することができます。
 詳細設定方法については別紙マスタメンテナンス編マニュアルをご参照下さい。
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第３章　手術情報を検索・印刷する

3-1. 手術情報を検索し、手術情報の修正・削除を行う
3-1-1. 各種条件を使用して検索を行う
3-1-2. 手術情報の修正・削除を行う

3-2. 検索結果一覧から各種出力を行う
3-2-1. 検索結果一覧を出力する
3-2-2. 検索結果一覧から手術情報を出力する
3-2-3. ワークシートを患者別で出力する
3-2-4. ワークシートを一覧形式で出力する

3-3. 病棟をまとめて変更する

第３章 手術情報を検索・出力する
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第３章　手術情報を検索・印刷する

３-１.手術情報を検索し、手術情報の修正・削除を行う

３-１-１.各種条件を使用して検索を行う

(1) NISDM-SSI4メインシステム初期メニューで［手術情報検索・出力］ボタンをクリックします。

(2) 『手術情報検索』画面が表示されます。
検索条件を入力し[検索]ボタンをクリックしてください。

　a.[患者ID]、[患者氏名]、[患者名カナ]、[管理ID]
入力文字に一致したものを検索します。一部だけの入力でも検索が可能です。

　b.[手術日]
検索したい手術日(期間)をカレンダーで指定するか直接入力してください。

　c.[手術医]、[病棟]、[手術手技]
選択ボタンをクリックします。

リストの中から検索対象をクリックで選択し[決定]ボタンをクリックしてください。

　[全選択］ボタン：全て選択します
[選択解除］ボタン：選択を全て解除します

　d.[退院日が空白のみ]
チェックONの場合、退院日が未入力の患者のみを検索します。(初期値はチェックONになっています)

チェックOFFの場合、退院日の入力有無に関係なく検索します。

※複数選択することができます。
選択中の項目は、背景色が青に変わります。
再度クリックすると選択が解除されます。（背景が白に戻り
ます）

検索条件

選択中

例）患者ID
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第３章　手術情報を検索・印刷する

(3) 手術情報が表示されます。

(4) 検索結果の表示件数が一定件数以上になった場合について
[次の100件]ボタンをクリックすることで、検索結果の表示を切り替えます。
※切り替え後に前の検索結果に戻る場合は[前の100件]をクリックします。

件数の設定については、『03_マスタメンテナンス』
『１-１-１.システム設定を行う』を参照ください。
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第３章　手術情報を検索・印刷する

検索結果の選択のチェックについて

検索結果にて選択チェック☑を入れたのちに[前の100件][次の100件]を
クリックした場合、選択していたチェックは解除されます。

また、[全選択][全解除]ボタンについては、
現在、画面に表示している検索結果が対象となります。
※検索結果の全件を対象とはしていません。

[前の100件][次の100件]をク
リックして検索結果を切り替え
ると、現在のチェックは解除さ
れます。
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第３章　手術情報を検索・印刷する

３-１-２.手術情報の修正・削除を行う

登録された手術情報の修正・削除、及び感染情報の追加入力を行います。

(1) 手術情報検索画面で対象の手術情報を検索してください。
検索方法については「3-1—1.各種条件を使用して検索を行う」を参照してください。
修正対象の手術データにチェックを付けて[訂正]ボタンをクリックしてください。

(2) 選択した手術情報が表示されます。
必要な項目を修正・追加入力を行い[更新]ボタンをクリックして下さい。

※患者IDは変更できません。一度削除してから新規追加をお願いします。

手術日(最新順),病棟ID,患者ID
の順番で表示されます
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第３章　手術情報を検索・印刷する

(3) 削除する場合は[削除]ボタンをクリックしてください。

確認メッセージが表示されます。削除する場合[はい]をクリックしてください。
※削除した場合、元に戻すことはできません。
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第３章　手術情報を検索・印刷する

３-２.検索結果一覧から各種出力を行う

３-２—１.検索結果一覧を出力する

(1) NISDM-SSI4メインシステム初期メニューで［手術情報検索・出力］ボタンをクリックします。

(2) 『手術情報検索』画面が表示されます。[一覧出力]ボタンをクリックして下さい。
※検索結果の全件のデータを出力します。

(3) 確認メッセージで[はい]をクリックし、保存フォルダを指定し[保存]をクリックして下さい。

(4) 出力完了メッセージで[OK]をクリックしてください。Excelファイルが開きます。

前回開いたフォルダが指定
された状態となっています。

手術日(最新順),病棟ID,患者ID
の順番で並びます

一覧出力ボタンをクリックすると、検索
結果の全件のデータを出力します。

3-2.検索結果一覧から各種出力を行う 21 Copyright(c) 2022 日本環境感染学会



第３章　手術情報を検索・印刷する

３-２—２.検索結果一覧から手術情報を出力する

(1) NISDM-SSI4メインシステム初期メニューで［手術情報検索・出力］ボタンをクリックします。
画面イメージは3‐2‐1を参照してください。

(2) 『手術情報検索』画面が表示されます。[患者データ出力]ボタンをクリックして下さい。
※検索結果の全件のデータを出力します。

(3) 確認メッセージで[はい]をクリックし、保存フォルダを指定し[保存]をクリックして下さい。

(4) 出力完了メッセージで[OK]をクリックしてください。Excelファイルが開きます。

前回開いたフォルダが指定
された状態となっています。

手術日(最新順),病棟ID,患者ID
の順番でシートが並びます

シート名

患者データ出力ボタンをクリックすると、検
索結果の全件のデータを出力します。
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第３章　手術情報を検索・印刷する

３-２—３.ワークシートを患者別で出力する

選択した手術情報を術後30日分のサーベイランス用ワークシートとして患者別に出力します。
複数データを選択している場合、Excelファイルのシート別で出力します。
入院中の患者のみ出力対象となります。

(1) NISDM-SSI4メインシステム初期メニューで［手術情報検索・出力］ボタンをクリックします。
画面イメージは3‐2‐1を参照してください。

(2) 『手術情報検索』画面が表示されます。[ワークシート(患者別)]ボタンをクリックして下さい。
※検索結果の全件のデータを出力します。

(3) 確認メッセージで[はい]をクリックし、保存フォルダを指定し[保存]をクリックして下さい。

(4) 出力完了メッセージで[OK]をクリックしてください。Excelファイルが開きます。

手術日から30日

前回開いたフォルダが指定
された状態となっています。

病棟ID,患者名カナ,患者ID,手術日(最新順),手術手技,登録番号

の順番でシートが並びます

シート名

ワークシート（患者別）ボタンをクリックす
ると、検索結果の全件のデータを出力します。
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第３章　手術情報を検索・印刷する

３-２-４.ワークシートを一覧形式で出力する

選択した手術情報を一覧形式のサーベイランス用ワークシートとして出力します。
入院中の患者のみ出力対象となります。

(1) NISDM-SSI4メインシステム初期メニューで［手術情報検索・出力］ボタンをクリックします。
画面イメージは3‐2‐1を参照してください。

(2) 『手術情報検索』画面が表示されます。[ワークシート(病棟別)]ボタンをクリックして下さい。
※検索結果の全件のデータを出力します。

(3) 確認メッセージで[はい]をクリックし、保存フォルダを指定し[保存]をクリックして下さい。

(4) 出力完了メッセージで[OK]をクリックしてください。Excelファイルが開きます。

出力日を起点に術後経過
日数を表示します

前回開いたフォルダが指定
された状態となっています。

病棟ID,患者名カナ,患者ID,手術日(最新順),手術手技,登録番号

の順番で並びます

シート名

ワークシート（患者別）ボタンをク
リックすると、検索結果の全件のデー
タを出力します
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第３章　手術情報を検索・印刷する

３-３.病棟をまとめて変更する

登録済み手術情報の病棟を複数まとめて変更することができます。
患者が病棟を移動した際にご利用下さい。

(1) NISDM-SSI4メインシステム初期メニューで［手術情報検索・出力］ボタンをクリックします。

(2) 『手術情報検索』画面が表示されます。
病棟変更したい手術情報に選択チェックを付けて[病棟一括変更]ボタンをクリックして下さい。

(3) 変更後病棟をコンボボックスから選択し、更新ボタンをクリックしてください。

(3) 変更後病棟をコンボボックスから選択し、更新ボタンをクリックしてください。

チェックした情報の病棟が
変更されます。
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第４章　統計解析を行う

4-1. 統計解析データを出力する

第４章 統計解析を行う
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第４章　統計解析を行う

４-１.統計解析データを出力する

インデックス別、インデックス＋医師別に、現在登録されているデータを解析します。

(1) NISDM-SSI4メインシステム初期メニューで［統計解析］ボタンをクリックします。

(2) 『統計解析』画面が表示されます。
下記、集計条件を指定して[出力]ボタンをクリックします。

 a.[手術日]
対象とする手術日の期間を入力してください。
手術日は当年の1/1～現在日付が初期表示されています。

 b.[指標]
比較する指標を「JHAIS」、「NHSN」、「JANIS」から選択してください。

 c.[集計方法]
集計方法を「インデックス別」、「インデックス別＋医師別」から選択してください。

 d.[執刀医]　[病棟]　[手術手技]
必要に応じて絞り込み条件を指定してください。各条件の選択ボタンをクリックします。
※絞り込み条件を指定した場合、

 選択された執刀医、病棟、手術手技のみのデータが表示されます。

リストの中から対象をクリック操作で選択し[決定]ボタンをクリックしてください。

　[全選択］ボタン：全て選択します
[選択解除］ボタン：選択を全て解除します

※複数選択することができます。
選択中の項目は、背景色が青に変わります。
再度クリックすると選択が解除されます。（背景が白に
戻ります）

４-１. 統計解析データを出力する 27 Copyright(c) 2022 日本環境感染学会



第４章　統計解析を行う

(3) 保存先を指定して各解析結果が出力されます。

(4) 出力完了メッセージで[OK]をクリックしてください。Excelファイルが開きます。

 a.[インデックス別]

 b.[インデックス別＋医師別]

※集計結果で手術手技に内視鏡あり/なし、人工肛門あり/なしの内訳があるものについては
集計期間内の症例数が0件の場合は該当の内訳は集計結果には表示されません。

(5) 終了するには、[全画面へ戻る]ボタンをクリックして下さい。
(1)メインメニュー画面に戻ります。

前回開いたフォルダが指定
された状態となっています。
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第５章　報告データを出力する

5-1. 報告用データを出力する

5-2. データ出力時のエラー内容を修正する

第５章 報告用データを出力する
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第５章　報告データを出力する

５-１.提出用データを出力する

JHAIS、JANIS報告用のデータを出力します。

(1) NISDM-SSI4メインシステム初期メニューで［報告データ出力］ボタンをクリックします。

(2) 『報告データ作成』画面が表示されます。
報告先、手術日を指定して[出力]ボタンをクリックします。

 a.[報告先]
報告先JHAISまたはJANISを選択してください。選択するとファイル名が自動表示されます。

 b.[手術日]
対象とする手術日の期間を入力してください。
初期状態は、当年の前年1/1～12/31が表示されています。

(3) 報告データ内にエラーが含まれる場合、エラー修正後に再度出力してください。
修正については「５-２.データ出力時のエラー内容を修正する」を参照してください。
※エラー状態のまま出力する場合は後述「エラーデータの出力について」を参照ください。

エラーが無い場合、報告データが出力されます。保存先を指定してください。

(4) 出力完了メッセージで[OK]をクリックしてください。

エラーがある手術データが
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第５章　報告データを出力する

 a.[JHAIS]
テキストファイル形式で出力されます。

 b.[JANIS]
テキストファイル形式で出力されます。

エラーデータの出力について

エラーデータがある場合も、JHAIS、JANIS報告用のデータの出力が可能です。
[強制出力]ボタンをクリックします。

確認メッセージが表示されるため、[はい]をクリックします。
これ以降の動作は通常の出力と同様となります。
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第５章　報告データを出力する

５-２.データ出力時のエラー内容を修正する

(1) 報告データ内にエラーが含まれる場合、[出力]ボタンをクリックした際に
エラー行が表示されます。

(2) 行を選択し[エラー内容]ボタンをクリックすると、エラー内容が表示されます。

(3) 確認したエラーを修正する場合は、行を選択した状態で[訂正]ボタンをクリックして下さい。
確認メッセージで[OK]をクリックしてください。

(4) 手術情報入力画面が表示されます。内容を修正し[更新]ボタンをクリックして下さい。

(5) 登録処理が完了すると、報告データ作成画面に戻ります。
他の報告データでエラーがある場合は、同様に手術情報を修正してください。
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